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A．研究目的 
C型肝炎患者の肝移植後の C型肝炎再燃
は必発であるが、そのインターフェロン

(IFN)治療は難治である。当科では、
teraprevir、simeprevir をペグインターフ
ェロン、リバビリンと併用した 3 剤併用
IFN療法を、肝移植後 C型肝炎再燃例に対
し 2013 年 1 月より導入しており、その治
療効果について報告する。 
B．研究方法 
 肝移植後 C 型肝炎再燃例に対し、3 剤併
用 IFN療法を行った 18例(teraprevir併用
療法：5例、simeprevir併用療法：13例）
の治療効果を解析した。 
 
（倫理面への配慮） 
 個人名については個人情報管理者および

研究担当者のみが保管管理する。資料取扱

の際は極力 ID 等での個人識別を行うよう
取り計らった。 
C．研究結果 
 3 剤併用療法が導入された症例は、全例
血清型 1 型、高ウイルス量であった。
simeprevir併用療法群には、HIV抗体陽性
症例が 1例含まれていた。 

teraprevir 併用療法は、１例で全身状態
不良のため中止（治療開始 2 週）したが、

他の4症例は全て24週間の治療を完遂した。
SVR12 3例、Relapse 1例であった。 

simeprevir 併用療法は 2 例で治療中の
HCV RNA 再陽転化(viral breakthrough)
が認められ、治療中止された。また HIV抗
体陽性症例は、治療開始後早期より HCV 
RNA 減退が他の症例と比べ著しく不良で
あり、治療抵抗性であった。その他 10症例
においては、いずれも治療効果は良好であ

り、HCV RNA陰性化し持続している。現
在までに7症例においてSVR12が達成され
た。 
D．考察 
 既に非移植症例において 3 剤併用療法の
高い治療効果が報告されているが、本研究

により、従来効果不良であった肝移植後 C
型肝炎再燃症例においても、同様の高い治

療効果が示された。 
simeprevir 併用療法では 2 症例に viral 

breakthroughが認められたが、いずれも以
前の IFN治療においてnull responderであ
った。IFN 前治療歴は、移植後症例におい
ても 3 剤併用療法治療効果を規定すると思
われる。teraprevir 併用療法、simeprevir
併用療法を比較すると、teraprevir 併用療
法は、薬物相互作用のため、治療中の免疫

抑制剤の減量及び、頻回の血中濃度モニタ

研究要旨 C型肝炎患者の肝移植後の C型肝炎再燃は必発であるが、そのインターフ
ェロン治療は難治であり、新たな治療法の確立は喫緊の課題である。近年、DAA 製剤
（Direct Acting Antivirals；直接作用型抗ウイルス製剤）が新たに開発、承認され、C
型慢性肝炎症例においてペグインターフェロン、リバビリンとの併用により高い抗ウイ

ルス効果が報告されている。本研究では、同療法を肝移植後 C型肝炎再燃症例に対し導
入し、その治療効果について、解析を行った。 

 



  

リングが必要であるが、simeprevir併用療
法では不要であり、simeprevir併用療法の
方がより治療導入、継続が容易であると考

えられる。 
また HIV抗体陽性症例は、治療開始後の
ウイルス減退が著しく不良であった。より

大規模の研究が必要であるが、今後の課題

と考えられる。 
E．結論 
 teraprevir、simeprevir による 3 剤併用

IFN療法は肝移植後C型肝炎再燃症例にお

いても高い抗ウイルス効果を認めた。 
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